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は じ め に 
 

この報告書は、私たち第６期宮前区区⺠会議が、2年間の任期を通じて、よりくらしやすい地域社会を
つくるために進めてきた活動、そして最終的な成果としての「取組提案」をまとめたものです。 
 

第６期宮前区区⺠会議では、委員から出された様々な地域課題を⼤きく⼆つにグループ分けし、⼆つの
専⾨部会を⽴ち上げました。 

「ソフトなまちづくり」「まちの将来像」「⼈のつながりや⽀え合い」などをキーワードに、「防災」「地
域福祉」「地域コミュニティ」などの分野での検討を進めてきた「地域福祉部会」では、「多世代による地
域⽀え合い」の重要性を再認識し、誰もが住み慣れた地域で安⼼・安全に暮らし続けているための「地域
福祉コンシェルジュ構想」を提案としてまとめました。 

「ハードなまちづくり」「インフラ（都市基盤）」「市⺠活動⽀援」「情報」などをキーワードに、「交通」
「住環境」「魅⼒発信」「産業振興」「緑・農」などの分野での検討を進めてきた「みやまえ活性部会」で
は、多世代、特に若い世代を巻き込みながら、地域を活性化していく⽅法を模索し、「みやまえスモール
ビジネスネットワーク」を提案としてまとめました。 

両部会とも、提案をより実現性、実効性のあるものにしていきたいという思いから、区⺠や、区内の活
動団体に参加や協⼒をお願いしながら、試⾏的な取組も実施しました。詳しくはぜひ本⽂をお読みくださ
い。 
 

残念ながら、区⺠会議は第6期をもって⼀旦休⽌となることが決まっています。区⺠会議のこれまでの
提案、そして今期の提案の実現に向けた活動を、今後はそれぞれの地域で、⾏政や地域の皆さんと共に、
展開できればと考えております。どうかよろしくお願いいたします。 
 

第 ６ 期 宮 前 区 区 民 会 議 

委員長 川田 和子 

   

区⺠会議フォーラム後、事務局、ボランティアスタッフも⼀緒に 
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地域福祉部会 〜多世代による地域⽀え合い〜 

 
１．部会が考えたことと提案 

「ソフトなまちづくり」「まちの将来像」「⼈のつながりや⽀え合い」などをキーワードに、 

「防災」「地域福祉」「地域コミュニティ」などの分野を審議対象テーマとし、 

「区⺠と⾏政、区⺠と活動団体をつなげる、近づける」仕組みや、 

「地域課題や区⺠のお困りごとを吸い上げる」仕組みを考えてきました。 

区⺠会議フォーラム内で企画・開催した「認知症サポーター養成講座」 

などの経験も踏まえ、改めてその重要性を認識したのが、 

「多世代による地域⽀え合い」です。 

わたしたちは、誰もが宮前区の地域で、安⼼・安全に⻑く暮らしていけるために、 

⾝近な地域で、困りごとを抱えた⼈に気付き、 

適切な福祉の制度や⽀援の場等につなげる役割を果たせる⼈を 

地域で増やしていくために、 

「地域福祉コンシェルジュ構想」の推進を、提案します。 

 
地 域 福 祉 部 会 

部会長 中里 文雄 
 

２．部会メンバー 

 委員名 選出元
部会⻑ 中⾥ ⽂雄 宮前区⺠⽣委員児童委員協議会
 ⻘柳 和美 区⻑推薦 
 ⽼⾨ 聰⼦ 宮前区⼦ども・⼦育てネットワーク会議
 ⼤久保 正克 公募 
 ⼩⽥ 育⼦ 区⻑推薦 
 葛⻄ 育⼦ 区⻑推薦 
 砂川 徹夫 宮前区商店街連合会
 滝本 久美 みやまえ情報ラボ
 椿 雅美 宮前区地域教育会議
 中村 布佐⼦ 宮前区⽂化協会
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３．提案の内容 
 
 
 

 
理  念：「地域で気付き、福祉につなぐ」 

“気付くことは専⾨家にはできない。地域の⽅々にしかできないこと“ 
「地域福祉コンシェルジュ構想推進講座」宮地弁護⼠講義より 

役  割：①地域福祉の「周知・案内役」 
■⽀援や⽀え合いが必要な⼈※１を地域福祉の仕組み※２につなげる。 

※１ 何か困っている⼈、孤独な⼈、将来に不安がある⼈など。 
※２ 例えば、適切な福祉の制度・施設・相談窓⼝等を紹介する。 

■今は元気／まだ困っていない⼈（未病の⼈）に対しても、機会を捉えて
地域福祉の周知や、地域⽀え合いへの案内を⾏う。 

②地域福祉の「⽀援役」 
■地域⽀え合いの担い⼿や⽀援役として、例えば、地域の福祉活動、コミ

ュニティカフェ・サロンなどの運営、⼜は⽀援に携わる。 
位置づけ： 

● 地域⽀え合いの中で、区⺠の⽴場で活動…住⺠同⼠の⽀え合い・協⼒の中
で、できることをする無償のボランティア。⺠⽣委員児童委員などだけで
なく、より多くの区⺠に「地域福祉へのつなぎ役」を担っていただこうと
するもの。 

● 区⺠の誰もが果たせる役割。地域を⼤切にし、⼈を助けたい気持ちがあれ
ば、誰でもできる役割。専⾨的な知識・対応は不要。（それらが必要な場合
は、専⾨家につなぎ、専⾨家に任せることが役割） 

● 認定や資格・登録制ではない…地域⽀え合いの地域⼒の底上げをしようと
する⾃発的な活動やボランティア 

 
委員の想い・声 
・ 福祉を始め、地域のために良い活動をしている区⺠が宮前区には本当にたくさんいる

が、まだ知られていないものが多い。そうした⽅や活動を知らせていくのも役⽬。 
・ 取組を通して、様々な福祉活動に携わる⽅々が知り合い、互いの活動を紹介しあった

り、つながり合ったりすることで、地域福祉活動が広がっていくと良い。 
・ 誰かが困っていることに対し、福祉の制度や取組、活動につなげることで、地域で解

決の⽷⼝を⾒つけていきたい。  

提案：「地域福祉コンシェルジュ構想」の推進 
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４．提案の実現・推進のためにやってみたこと 試⾏取組 ① 
「地域福祉コンシェルジュ」の理念の周知、担い⼿の確保・活動の⽀援のための 
研修会の開催、情報交換の場の設定 

 
 

■講座の内容と⽬的 
①「地域福祉コンシェルジュ構想」の説明…構想を区⺠に知っていただき、賛同者や担い⼿を募る 

②地域福祉に関するテーマの研修…「地域福祉コンシェルジュ」として活動する上で知っておくと役⽴

つ地域福祉に関する事柄を区⺠と共に学ぶ（部会でテーマを検討し、講師を招く） 

③既存の担い⼿の情報・意⾒交換…地域の担い⼿同⼠の出会い・交流、情報や意⾒の交換の場の形成 

 
■実施概要、各回のテーマ・講師など 
第 1 回 「地域福祉コンシェルジュ構想」推進講座 
⾼齢者とお⾦（財産管理など） 
平成 29 年 10 ⽉ 25 ⽇（⽔） 区役所 1 階集団教育ホール 

▶あんしんセンター「⾃⽴⽀援事業」の紹介 

▶弁護⼠による「成年後⾒⼈制度」の解説（宮地弁護⼠）

 
第２回 「地域福祉コンシェルジュ構想」推進講座 
地域カフェサロンの役割と運営  
平成 29 年 11 ⽉ 2 ⽇（⽊） 区役所 1 階集団教育ホール 

▶地域包括⽀援センターの事業の紹介  

▶地域カフェサロンに関するディスカッション、情報・意⾒交換

 
第３回 「地域福祉コンシェルジュ構想」推進ミニ講座 
若いうちから知っておきたい介護・相続 
平成 30 年 3 ⽉ 10 ⽇（⼟） 区役所 4 階⼤会議室  
※区⺠会議フォーラム内で開催。講師：こがも会 関さん 

▶介護・相続 知っておきたいキーワード 

▶エンディングノート、こがもノート等の紹介

 
  

「地域福祉コンシェルジュ構想」推進講座の開催 

４ 
 



 

 
 

 

■修了証の発⾏ 
・ 各回の受講者には、地域福祉コンシェルジュ構想や当⽇の講座内容の要点を記載した「修了証」

を発⾏しました。（名刺⼤で両⾯印刷） 

 

 
 
 
 
 

第 1 回講座の修了証 

■実施結果 
①参加者数 

第１回・第２回…各回約 20 名（コミュニティカフェ・サロンの関係者、区⺠会議委員の知⼈を中⼼に声掛け） 

第３回…区⺠会議フォーラムに参加した約 110 名（関係者、区⺠会議委員含む） 

②第 1 回・第 2 回の参加者の声（アンケート結果より） 
■プログラム評価…「⼤変良かった」「良かった」が⼤部分であり、マイナスの評価は無かった。 

■地域福祉コンシェルジュ構想について…１名（「わからない」と回答）を除き、全回答者が「あっ

た⽅が良い」と回答し、概ね賛同を得られた。 

■今後への意⾒（⾃由記⼊欄回答の抜粋・要約など） 

「地域福祉コンシェルジュ構想」期待しています／各種講座の開催を期待したい／もっと多くの

⼈に参加してほしい／⼀般区⺠に相談の機会と⾨⼾を拡げ、気軽な場として PR してほしい／成

年後⾒⼈の話、あんしんセンターの話が聞けて⼤変参考になった／宮地弁護⼠のお話がわかりや

すく良かった／成年後⾒⼈の仕事内容がよくわかった／聞きにくいお⾦の件を知りえて良かっ

た／あんしんセンターの利⽤⽅法が具体的にイメージできた／これからは⼦育ても⼤事なので、

保育の問題や⽂化関係も取り上げてもらいたい／近所の⽅の気づきで⼈を助けることが出来る

んだと思いました／⼈と⼈のつながりが⼤事だ／地域の⽅々がお互いをいたわり⽀え合うこと

が、⾼齢化社会に必要なことだと思った／多くの知識を得て、他の⼈に伝えたい／良い企画です

／地域福祉コンシェルジュの必要性を認識／ディスカッションは実例を聞けて参考となった 

③第３回の参加者の声（フォーラム参加者アンケート⾃由記⼊欄より） 
こがも会のミニ講座・地域福祉コンシェルジュ構想が良かった／こがも会のお話がとてもわかり

やすかった・勉強になった（複数意⾒）／こがも会にもっと詳しいお話を伺いたい／こがも会の

ことを知れてよかった／介護、相続は個⼈的な問題ではあるが、普遍的知識は必要。出張説明を

お願いしたい／地域福祉コンシェルジュが地に着いたものになることを期待します／地域福祉

コンシェルジュをどう信⽤していいのか、簡単でない／⺠⽣委員児童委員との違いは？
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４．提案の実現・推進のためにやってみたこと 試⾏取組② 
「地域福祉コンシェルジュ」の理念の普及、区⺠の課題認識喚起のための 
広報ツールの制作・活⽤ 

 
 

■取組の内容と⽬的 
地域福祉コンシェルジュ構想を区⺠に周知し、理解・賛同を呼びかける広報ツール 

地域福祉や地域⽀え合いへの関⼼喚起を⽬的とした広報ツール 

コミュニティカフェ・サロンで活⽤が可能な「ランチョンマット」の作成と活⽤ 

 
■ランチョンマットの仕様・制作⽅法など 
形  式：飲⾷店で飲⾷物を提供する際に下に敷く紙制のマット 

※ファストフード店などでの紙製広報物の例を参考にした 

掲載内容：①地域福祉コンシェルジュ構想の内容 
※イラスト＋吹き出し形式で、わかりやすく説明 

※「宮前兄妹」「みや太郎（区社協）」のキャラクター活⽤で親しみやすいデザイン 

②知っておいてほしい地域福祉の相談・連絡先リスト 
制作⽅法：普通紙 A3 版にカラー印刷し、ラミネート加⼯

 
  

ランチョンマットによる広報 

６ 
 



 

 
 

 

■ランチョンマットの活⽤ 
カフェ「まい café み〜や」での活⽤・内容の説明 

ランチョンマット 30 枚を、宮前区社会福祉協議会が主催する第 16 回みやまえ福祉フェスティバ

ル（平成 29 年 12 ⽉ 3 ⽇、市⺠館で開催）内で実施されたカフェ「まい café み〜や」で試験的に使

⽤。当⽇の運営に区⺠会議委員や、「地域福祉コンシェルジュ構想推進講座」修了者が携わり、適宜

説明、意⾒聴取を⾏った。 

区⺠会議フォーラムでの活⽤ 
イベントで使⽤したランチョンマットを、平成 29 年度区⺠会議フォーラム内で開催したコミュニ

ティカフェでも活⽤、資料としても配布した。 

 

 

 

 

 

 
 
■委員の意⾒、今後の課題など 
・ 区内のカフェ・サロンで活⽤してもらい、「地域福祉コンシェルジュ構想」を広めてもらってはどう

か。 

・ 区内のファストフード店などにお願いして、導⼊してもらうことはできないか。 

 

５．区⺠会議フォーラム内での部会企画 
平成２８年度 区⺠会議フォーラム（平成29年3⽉15⽇）での部会企画─── 
■「認知症サポーター養成講座」の開催 

企画のねらい 
…「認知症の理解・地域⽀援の推進」に資する取組として 

…区内企業や中学校に声をかけ、多世代が⼀緒に学べる場の形成 

プログラムの概要 
…①認知症の講話：キャラバン・メイト、認知症家族会 

…②区内事業者の取組紹介：セブン-イレブン・ジャパン（写真） 

…③グループディスカッション：講座の感想・私の経験や事例・地域で出来ることなど 

※①③は通常の認知症サポーター養成講座の内容に沿って企画 

修了証の発⾏ 
…認知症サポーターの証であるオレンジリングと区⺠会議作成の修了証を受講者に授与 

  

７ 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

認知症サポーター講座の修了証 

実施結果 
参加者…区内の団体から性別年齢等多様な計31名の参加者（区⺠会議委員・事務局を除く） 

かわさき記念病院、キャラバン・メイト、認知症家族会、地域包括⽀援センター、商店街、 

セブン-イレブン・ジャパン、東急ストア、野川中学校⽣徒会、⺠⽣委員児童委員協議会、⼀般参加者 

アンケート結果 

…講座内容：マイナスの評価がなく、全体的に⾼評価。⼀部話合いに時間不⾜の意⾒あり 

…受講者の声：地域で実際にどう対応すればいいのかが課題（70代男性）／認知症は⾝近な問題、

⾃分のこととして考えていかなければと感じました（30代男性）／皆さんの意⾒の交換の重要

性を改めて感じた（40代男性）／認知症家族の気持ちを、とても想像しやすくお話ししてくだ

さった（20代⼥性）／具体的に対応している⽅の話が聞けて良かった（30代⼥性）／企業とし

て⾒守り活動にどのように参加すべきか、何ができるかを考えていきたい（年代不明） 

その後の検討 

…地域⽀え合いの重要性の再認識、「地域福祉コンシェルジュ構想」の発案につながった 

…認知症サポーター養成講座も「地域福祉コンシェルジュ」に受けて欲しい講座の⼀つと考えたい 

 
平成２9 年度 区⺠会議フォーラム（平成 30 年３⽉ 10 ⽇）での部会企画─── 
■「地域福祉福祉コンシェルジュ構想」推進ミニ講座 

若いうちから知っておきたい介護・相続 ▶P.４・5 
 
■地域福祉アンケートボードの設置 

企画のねらい 
…地域福祉、地域包括ケアシステム、地域⽀え合いなどに対する意識啓発 

…今後、地域福祉コンシェルジュ構想を進める上での情報収集や現状把握（福祉講座の要望など） 
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実施内容と結果 
…選択肢をシールで貼ってもらう形式、フォーラム内で実施し、結果を最後に発表 

①地域包括ケアシステムってどんなもの？（⾃分の理解度に近いもの⼀つを回答） 

 初めて聞いた・わからない  … ０ 

名前は聞いたことがある・あまりわからない  …11 

なんとなくわかっている・少しはわかっている  …10 

⼤体わかっている・わかっている  …23 

※地域包括ケアシステムに対する理解度は全体的に⾼かった 

②知っていますか？この福祉の制度や仕組み（知っている／知らない いずれか回答） 

成年後⾒⼈制度  知っている…33  知らない… ６ 

地域包括⽀援センター 知っている…33  知らない… ６ 

⺠⽣委員児童委員  知っている…33  知らない… ７ 

認知症サポーター  知っている…31  知らない… ５ 

川崎市あんしんセンター 知っている…12  知らない…21 

※川崎市あんしんセンターを除き、⽐較的知名度は⾼かった 

③福祉講座で聞きたい、知りたい内容（最⼤2つまで選んで回答） 

⾼齢者福祉・⽼後に関する講座（介護、相続、財産管理など） …17 

地域⽀え合いに関する講座（⾒守り、サロンの運営など）  …17 

健康づくりの講座（介護予防、健康法など）  …14 

⼦育てに関する講座（育て⽅、⼦どもの健康、⼦育て⽀援など）… ９ 

※どの分野にも⼀定の票が集まったが、地域⽀え合い、⾼齢者福祉・⽼後が最も多く票を集めた 

④近くにいる、困った時に頼れる⼈・場所（家族以外）（当てはまるものいくつでも選んで回答） 

ご近所の知り合い・友⼈など …23 

⺠⽣委員児童委員や町内会の⼈など …21 

医療機関・医者・福祉施設など …14 

ネットやSNSなどの情報 …14 

活動の仲間、仕事・幼稚園・学校の同僚など …13 

公的機関（⾏政・福祉機関など） …11 

頼れる⼈や場所は近くには無い … ３ 

※頼れる⼈や場所が近くに無い⼈が、数名だがいた 

※知り合い・友⼈や⺠⽣委員児童委員、町内会などの⼈間関係を頼りにしている⼈が多かった 

※公的機関を頼りにしている⼈が少なかった 
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6．検討の経緯・その他考えたことや取り組んだこと 
部会⽴上げ時のキーワード、審議対象テーマの範囲─── 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
地域福祉・⾼齢者・⼦育てなど福祉関連の他、防災や地域コミュニティなどのテーマを審議対象とし、

世代交流、場・⼈づくり、⼈のつながり強化によって課題解決へのアプローチを図っていく部会としてス
タートしました。 

 
その他検討を進めていたテーマ・ターゲットなど─── 

■３つのテーマとターゲット 
企業や商店の場・スペースの活⽤ 

…藤沢市「地域の縁側」のマクドナルド店舗活⽤例等を参考に検討 

…CSR（地域貢献活動）の⼀環として提供いただく案（交渉先として⾞ディーラーなどの案） 

⼦どもを対象とした取組 
…放課後や夜間などにおける第３の居場所（学校・家庭に続く、地域内の居場所）の確保 

…⾒えにくい貧困の問題とその⽀援法（例：⼦ども⾷堂や学習⽀援など） 

認知症の理解・地域⽀援の推進 
…誰もが集えるたまり場「みんなの⾷堂」 

…地域の⾒守り、多世代交流につながる拠点づくり 
 
先進事例の視察（コミュニティカフェ・サロン）─── 
■「⼟橋カフェ」視察（平成29年6⽉7⽇） 

有志委員で、区内の認知症カフェ「⼟橋カフェ」を視察 
・当⽇は120名もの参加者で町内会館が溢れ、⾮常に活発な会だった。 
・オペラ歌⼿のコンサート、頭や⼿⾜の体操、お茶菓⼦などのプログ 

ラムを体験するとともに、関係者にお話を伺った。 
 
  

 
（仮称）地域福祉部会 

ソフト、⽬標・未来像、⼈のつながり・⽀え合い 
 
 
 
 
 
 

専⾨部会 A 

防災 
防災意識 

地域福祉 
地域包括ケア

⾼齢者 
⾼齢者⽀援

審議対象テーマの例

⼦育て 
⼦育て⽀援・孫育て

世代間交流 
世代間交流、場・⼈づくり 

地域コミュニティ
つながり強化

その他 
テーマの継続
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７．会議・活動開催記録  
年 回 開催⽇ 出席 主な内容・キーワードなど 

平
成
２
８
年 

第 1 回 8 ⽉ 29 ⽇（⽉） 9
部会⻑選出、審議テーマの検討 
⾃由な意⾒交換 課題の共有 

第 2 回 9 ⽉ 16 ⽇（⾦） 11
審議テーマ・ターゲットの検討 
⼦どもと地域、第 3 の居場所づくりなど 

第 3 回 10 ⽉ 24 ⽇（⾦） 11
審議テーマ・ターゲットの検討 
区⺠と地域をつなぐ仕組みなど 

第 4 回 11 ⽉ 28 ⽇（⽉） 8
審議テーマ・ターゲットの検討 
３つのテーマとターゲット ▶P.10 

平
成
２
９
年 

第 5 回 2 ⽉ 1 ⽇（⽔） 10
フォーラム企画 認知症サポーター養成講座 

フォーラム 3 ⽉ 11 ⽇（⼟） 10 認知症サポーター養成講座 ▶P.7〜8 
第 6 回 4 ⽉ 10 ⽇（⽉） 8 フォーラム振り返り・今後の進め⽅ 

第 7 回 5 ⽉ 1 ⽇（⽉） 8
取組の⽅向性 地域福祉コンシェルジュ構想 
認知症サポーターフォローアップ研修 

視察 6 ⽉ 7 ⽇（⽔） 6 ⼟橋カフェ視察 ▶P.10
第 8 回 7 ⽉ 10 ⽇（⽉） 8 地域福祉コンシェルジュ構想検討 
第 9 回 7 ⽉ 31 ⽇（⽉） 8 地域福祉コンシェルジュ構想推進講座企画検討

第 10 回 10 ⽉ 16 ⽇（⽉） 7 地域福祉コンシェルジュ構想推進講座企画検討

試⾏取組 10 ⽉ 25 ⽇（⽔） 6
第 1 回「地域福祉コンシェルジュ構想」推進講座 
「⾼齢者とお⾦」（財産管理など） ▶P.4・5

試⾏取組 11 ⽉ 2 ⽇（⽊） 6
第 2 回「地域福祉コンシェルジュ構想」推進講座 
「地域カフェサロンの役割と運営」 ▶P.4・5

試⾏取組 12 ⽉ 3 ⽇（⽇） 2
まい Café み〜や（みやまえ福祉フェスティバル内） 
ランチョンマットによる構想 PR ▶P.6〜7

平
成
３
０
年 

第 11 回 1 ⽉ 30 ⽇（⽕） 8 フォーラム企画検討、提案まとめ 

フォーラム 3 ⽉ 10 ⽇（⼟） 6

地域福祉コンシェルジュ構想 提案発表 
「地域福祉コンシェルジュ構想」推進ミニ講座 
「若いうちから知っておきたい介護・相続」 ▶P.4・5
コミュニティカフェ 
地域福祉アンケートボード ▶P.8〜9     
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みやまえ活性部会 〜スモールビジネスで地域貢献〜 

 
１．部会が考えたことと提案 

「ハードなまちづくり」「インフラ（都市基盤）」「市⺠活動⽀援」「情報」をキーワードに、 

「交通」「住環境」「魅⼒発信」「産業振興」「緑・農」などの分野を審議対象テーマとし、 

「多世代を巻き込みながら、地域を活性化」する取組を考えてきました。 

「拠点づくり」などについて検討する中、⽅向性として絞り込まれてきたのが 

特に「若い世代（主に20〜40代）を地域に巻き込む」⽅向性です。 

「クラフト市」「異業種交流」「地域でお仕事を⽣み出す仕組み」などを視野に 

区内の作り⼿や教え⼿の交流・意⾒交換などを⽬的とした 

「地域でお友達・お仕事探し」の試⾏開催を重ねる中で、 

区内でマルシェや作品づくりのなど活動をされる⽅々とも出会うことができました。 

わたしたちは、これらの⽅々の活動を応援し、⾝近な地域とつなげていくため、 

作品発表・体験・販売等を通じた地域貢献を⽬指すネットワーク 

「みやまえスモールビジネスネットワーク」の構築を、提案します。 

 
みやまえ活性部会 

部会長 佐藤 貴房 
 

２．部会メンバー 

 委員名 選出元
部会⻑ 佐藤 貴房 公募 
 荒川 洋⼦ 公募 
 ⽼⾨ 泰三 宮前区社会福祉協議会
 ⼤⽊ 次郎 宮前区スポーツ推進委員会
 影⼭ 亥史郎 グリーンフォーラム21みやまえ世話⼈会
 ⿊澤 克實 宮前区全町内・⾃治会連合会（向丘地区）
 ⽥辺 洋⼀郎 宮前区まちづくり協議会 
 ⼭⽥ 桂 宮前区全町内・⾃治会連合会（宮前地区）
 ⼭部 清美 公募 
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３．提案の内容 
 
 
 

 
⽬  的：区内の作り⼿や教え⼿がつながって、作品発表・体験・販売等を

通じた地域貢献を⽬指す 
参加資格：次の 4 条件を満たす⽅はどなたでも  

①「地域貢献」の想いがある⼈ 
※プロ／アマ、作品や技術のレベル等は特に問わない。 
※作り⼿・教え⼿に限らず、地域とつなぐことができる⼈、会の運営を⽀

援できる⼈も参加できるようにする。 
②宮前区に関わり、または愛着がある⼈ 

※現状の在住・在勤にこだわらない。 
③積極的に参加・協⼒してくれる⼈ 
④ＳＮＳで情報交換できる⼈ 

※SNS を通じたゆるやかなつながり、情報交換から始める 
活動内容： ①ＳＮＳを通じた情報発信・情報交換 

②定期的な交流会や勉強会の開催（年数回） 
③地域イベントへの参加・協⼒・出店・出展 
④地域イベントの企画・準備・⽀援等 

ルール・免責事項： 
①作品やサービスに関する責任は各本⼈が持つこと 
②特定の政治・宗教・暴⼒団体の宣伝・普及の禁⽌ 
③過激な表現、公序良俗に反する表現の禁⽌ 

 
委員の想い・声 
・ 無償のボランティアに頼った地域活性化は限界ではないか。WIN-WIN の関係、参加

者が少額でも何らかの利益が得られるような形を⽬指したい。 
・ 若い世代がイキイキしている地域は活性化する。若い世代に活躍の場や活動への⽀援

を提供できないか？ 
・ ⽬指す⽅向性として「地域への貢献・還元」にこだわりたい。⼈のつながりづくり、

宮前区への愛着づくりをしたい。  

提案：みやまえスモールビジネスネットワーク 
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４．提案の実現・推進のためにやってみたこと 試⾏取組 ① 
区内の作り⼿・教え⼿を集めて交流、情報・意⾒交換の場の開催 
 
 

■内容と⽬的 
①区内の作り⼿・教え⼿の交流…互いの作品発表から、情報交換など 

②ネットワーク組織の⽴上げ準備…地域貢献に資するネットワークの形成に向けた意⾒の聴取・交換 

 
■実施概要、各回のテーマ・内容など 
第 1 回 「地域でお友達・お仕事さがし」 
平成 29 年 3 ⽉ 11 ⽇（⼟） 区役所 4 階第 4 会議室 
※区⺠会議フォーラム内で開催 

▶約 30 名が参加し、互いの作品・活動紹介及び意⾒交換

 
第２回 「地域でお友達・お仕事さがし」 
平成 29 年 5 ⽉ 27 ⽇（⼟） 区役所 4 階⼤会議室 

▶約 25 名が参加 

▶理想の場・クラフト市・SHOP in SHOP などについて意⾒交換

  
第３回 「地域でお友達・お仕事さがし」 
平成 29 年 10 ⽉ 6 ⽇（⾦） 市⺠館４階第 4 会議室 

▶約 20 名が参加 

▶仮称）みやまえスモールビジネスネットワーク構想発表 

▶意⾒交換 
  

みやまえメッセ（宮前区内の作り⼿・教え⼿の⾒本市） 
いいね！グランプリ 
平成 30 年３⽉ 10 ⽇（⼟） 区役所 4 階⼤会議室 
※区⺠会議フォーラム内で開催 

▶13 の出展者が作品や活動を紹介するブースを出展 

▶約 1 時間の「ふれあいタイム」中に⾃由に交流・PR 

▶⼦どもたちによる歌のパフォーマンスなどもあった 

▶参加者はお気に⼊りのブースに「いいね！」投票 

▶「いいね！グランプリ／準グランプリ」を表彰
  

「 地 域 で お 友 達 ・ お 仕 事 さ が し 」 の 開 催 
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■実施結果・各回での主な意⾒など（⼀部抜粋・要約） 

第 1 回「地域でお友達・お仕事さがし」（参加者発⾔より） 
・ 公共施設でも⾦額を掲⽰したり、販売したりできるような作品発表の場が欲しい。 

・ ちらしが配架できる場所、利⽤可能なスペースなどの⼀覧があると良い。情報共有したい。 

・ まちかどマルシェを区内の様々な場所で展開したい。⾃治会町内会等地元と連携・協⼒が必要。 

・ “地域”はコミュニティをつくることから始まる。コミュニティがなければ地域活性化できない。 

・ メールアドレス登録で、イベント情報などが送られてくるシステムがあれば、出展したい。 

・ ネット上に共同で作品を載せる場を。情報交換の Facebook ページを作ってほしい。 

・ 区内北部地域で活動していく場も欲しい。 

第 2 回「地域でお友達・お仕事さがし」（参加者発⾔より） 
お友達・お仕事づくりの理想の場 

・ 運営の担い⼿、責任をもって関わってくれるスタッフの確保が重要。PR の強化をどうするか。 

・ ⼦育てしながら、不定期でも参加できる場があると良い。 

・ 区内に⾷事できる場、飲⾷できる利⽤可能なスペースがもっと欲しい。 

クラフト市の開催 

・ 地域密着型が理想、地域の農業や寺院と連携できると良い。 

・ 販売が難しいイベントでは、隣接会場を確保するなどの⼿もあるのではないか。 

SHOP in SHOP 

・ 場が重要。集客・収益を上げるのは簡単ではない。 

・ スポーツクラブ、メガロスのスペースを活⽤してはどうか。 

第３回「地域でお友達・お仕事さがし」（参加者発⾔より） 
仮称）みやまえスモールビジネスネットワーク構想案 

・ 参加できるイベントのリスト化、出会いやきっかけづくりができると良い。 

・ ターゲットやゴールの明確化が必要。「地域貢献」だけでは漠然としている。 

・ 作り⼿・教え⼿と地域をつなぐことができる⼈も参加できるように。 

・ ⾝近なマルシェが増えていくと良い。関係者が交流する「マルシェサミット」を開催したい。 

・ SNS を始めてみてはどうか。ルール・マナー、使い慣れていない⼈へのフォローが重要。 

・ 運営・参加とも、できるだけ負担が少なく、フラットな場にしたい。 

みやまえメッセ（フォーラム参加者アンケート⾃由記⼊欄より、ネットワークに関する意⾒や声） 
・ ⼿づくりイベントや販売する⽅法、ワークショップができる場所など教えて欲しい。 

・ ３０〜40 代の⼥性たちが、いろいろな活動をしていることは⼼強い。 

・ ⼦育て中や、⼦育てが終わってから、まちへ出て、特技を発揮できる仕組みを作ってください。 

・ SNS とか Facebook、ブログ等々⾔われても、理解するのが⼤変な⾯もある。 

・ SNS の利⽤を条件にしたのは良い⾯と悪い⾯がある。 

※みやまえメッセの企画や運営に対する意⾒や声は後述。 ▶P.18〜19  
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４．提案の実現・推進のためにやってみたこと 試⾏取組② 
みやまえスモールビジネスネットワークの交流、情報・意⾒交換の場の開設 
 
 

■内容と⽬的 
みやまえスモールビジネスネットワークの情報交流・発信の場となるSNS開設 

SNSの試験運⽤と改善活動の実施 

 

■作業・公開経緯 
平成 29 年 10 ⽉ 26 ⽇ 開設準備作業（Facebook） 
平成 29 年 11 ⽉ 15 ⽇ 開設準備作業（Facebook・Ameba ブログ）→仮サイト公開 
平成 30 年 2 ⽉ 2 ⽇  編集作業（Facebook・Ameba ブログ）→参加者募集開始 
※以降、「地域でお友達・お仕事さがし」参加者等を中⼼に参加・閲覧を呼びかけ 

※平成 29 年度区⺠会議フォーラムで、画⾯を紹介。参加・閲覧を呼びかけ

 
■開設・運営状況 

それぞれ⻑所・短所がある Facebook のグループページと Ameba（アメーバ）ブログの 2 種を開設

し、試験的に運⽤しながら、改善・活⽤を図っている。 

①Facebook グループページ 
アドレス https://www.facebook.com/groups/224695058076710/ 
位置づけ ネットワーク参加者同⼠の交流の場 

 
・ 当初は Facebook の「コミュニティ」ページとして開設したが、過去の投稿をさかのぼりに

くい、投稿のジャンル分けがしにくい、管理者投稿が優先表⽰され、参加者投稿の閲覧は「コ

ミュニティ」を⾒に⾏く必要がある、等の短所が明らかになった。 
・ 招待制で内向けになるが、参加者内での情報交換がしやすくなる「グループページ」を後か

ら開設、試験運⽤を始めた。  

SNS ページの開設 
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②Ameba ブログ 
アドレス https://ameblo.jp/mugito524/ 
位置づけ 内外へ広く活動や情報を受発信する場 

 
・ 投稿のジャンル分けができない、過去投稿の閲覧に⼿間がかかる、などの Facebook の⽋点を

補うと同時に内外に広く発信がしやすい場所として、開設をした。 
運営状況（平成 30 年 3 ⽉ 16 ⽇現在） 
・ 投稿のジャンル分け（テーマ）として、「イベント情報」「メンバー・作品紹介」「メンバー⼀覧

（全体）」「ネットワークの⽬的・ルールなど」「参加希望・問合せ先」「これまでの事例」などを

設定。 
・ 不定期にイベント情報等を更新。 
・ これまで 10 名のメンバーがプロフィールや作品例、ホームページ等へのリンク先などを投稿。 
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５．区⺠会議フォーラム内での部会企画 
平成２8 年度 区⺠会議フォーラム（平成 29 年３⽉ 11 ⽇）での部会企画─── 
■第 1 回 「地域でお友達・お仕事さがし」 ▶P.14・15 
 
平成２9 年度 区⺠会議フォーラム（平成 30 年３⽉ 10 ⽇）での部会企画─── 
■マルシェ活動の紹介 

企画のねらい 
…みやまえスモールビジネスネットワークの参加者、⽬指す活動の例として紹介 

実施内容と結果 
まちかどマルシェ まちはみんなで⼀緒につくろう 
Miyamae ぷらっと 辻さん 

▶まちかどマルシェとは ⽬指すもの＆広がってきた活動 

▶アンケート結果（参加者属性・きっかけ・感想・参加意向など） 

ゆ〜ずツクルブ フォトアルバム ゆ〜ず PARTY 
▶ゆ〜ず PARTY の様⼦（稗原地域でのイベント） 

第 1 回（平成 29 年 6 ⽉ 24 ⽇）＆第 2 回（平成 30 年 2 ⽉ 4 ⽇） 

▶はぐるま稗原農園収穫祭の様⼦（平成 29 年 11 ⽉ 3 ⽇）

参加者の声（フォーラム参加者アンケート⾃由記⼊欄より） 
まちかどマルシェのお話がとても楽しかった／⾊々な⽅が集まってのマルシェはまちづくりを体感

できるイベント／30〜40代の⼥性たちが、いろいろな活動をしていることは⼼強い。それらをつな

ぐため、まちづくり協議会やマルシェなどが果たしていく役割は⼤きい／まちかどマルシェは良い

企画だ／マルシェの活動がとても考えられていて素晴らしい／マルシェが実は⾮常に⾼い志のもと

に展開されていることがわかった／いろいろなマルシェでお⼿伝いできるかなと思いました／説明、

具体例、課題など素晴らしいプレゼンだった 
 
■みやまえメッセ（宮前区内の作り⼿・教え⼿の⾒本市） 

出展ブース（全13ブース） 
＃ 出展名 出展内容 
① 貴房 イラストレーター 似顔絵等
② ⽊⽬込⼈形作家 千⽥慶⼦ 真多呂⼈形とオリジナル⽊⽬込⼩物、ストラップなど
③ sora the magic hour jewelry 動物や⾃然がモチーフの⼿作りシルバージュエリー
④ Sweet Heart UV レジンを使ったアクセサリー、チャーム等
⑤ 「SUN FESTA」＆「Joyfulbrain」 イベント、ビジョントレーニング活動の紹介
⑥ pudding a la mode 〜プリンアラモード〜 ⽺⽑フェルトを使った雑貨・アクセサリー
⑦ ベビーシッターを考える会 ベビーシッターの現状や、賢い使い⽅などの紹介
⑧ champs de botanique（ジャンドボタニーク） ハーバリウムのオーダーメイドやワークショップ
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＃ 出展名 出展内容 
⑨ 歌と動きのリトミック〜ハッピーリズム〜 リトミック、⾳楽遊び、⼦ども達の歌のパフォーマンス
⑩ ミニショップ アイメイト 視覚障害者とボランティアによる⼿作り作品
⑪ メガロス鷺沼 体⼒測定会
⑫ こがも会 こがもノート、こがも会の活動紹介など 
⑬ Felice Luce ⼦育てに役⽴つ⾊彩⼼理のレッスン、mama-on!の活動

   
 
■いいね！グランプリ 

実施内容と結果 
参加者にお⼀⼈最⼤５票で、お気に⼊りのブースに「いいね！」付箋で投票を依頼。 
得票数の上位2ブースを「いいね！グランプリ／準ブランプリ」として表彰した。 

いいね！グランプリ  こがも会 
いいね！準ブランプリ sora the magic hour jewelry 

  
 
参加者の声（フォーラム参加者アンケート⾃由記⼊欄より） 
●みやまえメッセについて 

たくさんの⼈と交流ができて楽しかったです／和やかに交流できて楽しかった／お⼦さん⽅の合

唱が良かった（複数意⾒）／フラットな環境、雰囲気の中で交流ができた／ベビーシッターのこと

や⼦育てママの応援など知らなかったことのお話を聞くことができてよかった／みやまえメッセ

の企画は良かった。⾊々な⽅々とお話しが出来てとても良い時間でした／チラシ裏⾯に参加募集

要項があることに気が付かず、残念でした 
●いいね！グランプリについて 

いいね！の付箋があることで、販売はなくても交流ができました。イイネ！／⾝内が「いいね！グ 

ランプリの2位でびっくりした。うれしい  
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６．検討の経緯・その他考えたことや取り組んだこと 
部会⽴上げ時のキーワード、審議対象テーマの範囲─── 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
交通・住環境など都市基盤となるインフラ、ハードから、魅⼒発信、産業振興、緑などのテーマを審議

対象とし、過去の検証や中⻑期的な課題の解決⽅法なども視野にいれながら、課題解決へのアプローチを

図っていく部会としてスタートしました。 

 
当初の議論【拠点の設置活⽤】と先進事例の視察─── 
■拠点の設置活⽤ 

…空き室・空き家の活⽤、コミュニティカフェ・サロンなど 

…運営維持の課題：担い⼿・運営資⾦・税⾦等の諸制度 

■先進事例「こまじいのうち（東京都⽂京区）」の視察 
…空き家を活⽤した地域の多世代が集うたまり場 

…背景に社協コーディネーター、地域貢献志向の⾼いオーナーの尽⼒ 

…シェアオフィス運営など補助⾦に頼らない運営の模索中 

 

若い世代を地域に巻き込む⽅法の検討①─── 
■若い世代を主ターゲットとした理由 

…地域との関わりが薄くなりがちな世代 

…関⼼はあるが、時間やきっかけがない 

…⼦育てや仕事で趣味や特技、活動から離れてしまっている「隠れた⼈材」の存在 

■具体的な企画の⽅向性 
…作品づくりの場の提供やネットの活⽤（作品投稿サイト、ネットショップなどの活⽤） 

…ユニークな企業との連携など（例としてボーカロイド、ドローン空撮などのアイデア） 

 
（仮称）地域活性部会 

ハード、インフラ（都市基盤）、⽬的、情報、市⺠活動⽀援 
 
 
 
 

 

 

専⾨部会Ｂ 

交通 
交通インフラ・不便解消 

住環境
定住環境

審議対象テーマの例

魅⼒発信 
愛着強化・魅⼒発信

産業振興 
働く環境

緑・農 
緑地保全・農業振興 

その他 
過去検証・中⻑期課題把握・対応 
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若い世代を地域に巻き込む⽅法の検討②─── 
■３つのテーマとターゲット 

若い世代とは誰か 
…20〜40代の現役世代、これまで地域との接点が薄かった⽅々 

…特にまず⼥性を意識して集めてみる案 

⼦育てで仕事を辞めた⽅、趣味で作品づくりなどしている⽅など 

⼆次的に担い⼿確保や若い男性の呼び込みにつながるのではないか 

…ものづくりをしている⼈、何かを教えられる⼈を集めたい 

隠れた⼈材の発掘→クラフト市の開催 
…ものづくりしている⼈や教えられる⼈（美⼤卒など隠れた⼈材）の発掘 

…それらの⼈達の発表・交流・販売・ビジネスの場の創出 

…宮前区らしいクラフト市の開催 

異業種交流→スモールビジネスの創出 
…異業種交流を通じて、お仕事の受注や作品発表・販売の場の創出へ 

…⾝近な地域でお仕事→顔を直接合わせた詳細な打合せ・交流など利点もあるはず 

…将来的には地域資源の活⽤や異業種コラボなどにつながれば理想 
 
「地域でお友達・お仕事さがし」の出会いから⽣まれたクラフト市─── 
■クラフト市「ゆ〜ずパーティー」 

出逢いときっかけ 
…第1回「地域でお友達・お仕事さがし」で稗原地域の参加者と川⽥委員⻑がつながる 

…川⽥委員⻑の紹介で「稗原ゆ〜ず連絡会」に参加。地域の諸団体とのつながりができる 

…連絡会の中に「ゆ〜ずツクルブ」を⽴ち上げ 

クラフト市の企画・準備への⽀援 
…連絡会に参加する町内会や福祉施設から備品・初期資⾦などの⾯で⽀援を受ける 

…広報⾯でも地域の⾃治会でのチラシの回覧、⼩学校でのチラシ配布などが実現 

クラフト市の開催 
…平成29年6⽉24⽇（⼟） 菅⽣ヶ丘緑地 

…⼿作りクラフト販売の他、福祉施設による⾷品販売、⾳楽演奏やゲームコーナーなどで賑わった 
  

21 



 

 
 

 

７．会議・活動開催記録 
 

年 回 ⽇時 出席 内容・キーワードなど 

平
成
２
８
年 

第 1 回 8 ⽉ 30 ⽇（⽕） 11
部会⻑選出、審議テーマの検討 
⾃由な意⾒交換 課題の共有 

第２回 9 ⽉ 9 ⽇（⾦） 9
審議テーマ・ターゲットの検討 
地域活性化、市・農、運営の⾃⽴・採算性 

第３回 10 ⽉ 27 ⽇（⽊） 9
審議テーマ・ターゲットの検討 
若い世代、産業振興、拠点（たまり場） 

視察 11 ⽉ 17 ⽇（⽊） 8 ⽂京区駒込「こまじいのうち」視察 ▶P.20

第４回 12 ⽉ 2 ⽇（⾦） 10
審議テーマ・ターゲットの検討 
３つのテーマとターゲット ▶P.21 

平
成
２
９
年 

第 5 回 2 ⽉ 3 ⽇（⾦） 7
部会名検討、フォーラム企画検討 
地域でお友達・お仕事さがし 第 1 回検討 

フォーラム 3 ⽉ 11 ⽇（⼟） 10 第 1 回地域でお友達・お仕事さがし ▶P.14〜15

第６回 4 ⽉ 14 ⽇（⾦） 9
フォーラム振り返り 
地域でお友達・お仕事さがし 第 2 回検討 

第７回 4 ⽉ 28 ⽇（⾦） 9
地域でお友達・お仕事さがし 第 2 回議題 
理想の場・クラフト市・Shop in Shop 

試⾏取組 5 ⽉ 27 ⽇（⼟） 9 第２回地域でお友達・お仕事さがし ▶P.14〜15
第 8 回 7 ⽉ 14 ⽇（⾦） 8 地域でお友達・お仕事さがし振り返り 
第 9 回 8 ⽉ 4 ⽇（⾦） 9 ネットワーク組織構想検討

臨時打合せ 8 ⽉ 21 ⽇（⽉） 8 ネットワーク構想素案作成
試⾏取組 10 ⽉ 6 ⽇（⾦） 7 第 3 回地域でお友達・お仕事さがし ▶P.14〜15
第 10 回 10 ⽉ 12 ⽇（⽊） 8 フォーラム企画検討
試⾏取組 10 ⽉ 26 ⽇（⽊） 2 Facebook ページ構築作業
試⾏取組 11 ⽉ 15 ⽇（⽔） 1 Facebook ページ＆Ameba ブログ開設作業

平
成
３
０
年 

第 11 回 1 ⽉ 18 ⽇（⽊） 9 フォーラム企画検討、提案まとめ 
試⾏取組 2 ⽉ 2 ⽇（⾦） 1 Facebook グループ解説＆ブログ更新作業 

フォーラム 3 ⽉ 10 ⽇（⼟） 8
みやまえスモールビジネスネットワーク 提案発表
マルシェ活動発表 ▶P.18
みやまえメッセ＆いいね！グランプリ ▶P.14、18〜19 
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全体会・企画部会 
１．全体会会議開催記録 
 

年 回 ⽇時 出席 内容・キーワードなど 

平
成
２
８
年 

事前打ち合わせ会 4 ⽉ 20 ⽇（⽔） 19
委員⾃⼰紹介、区⺠会議の制度や仕組み 
地域課題把握アンケート配布 

第 1 回全体会 ５⽉ 20 ⽇（⾦） 20
委員委嘱式、委員⻑・副委員⻑選出 
地域課題把握アンケート結果発表 

第 1 回準備部会 6 ⽉ 13 ⽇（⽉） 19 審議テーマ選定に向けた課題の整理 
第 2 回準備部会 7 ⽉ 12 ⽇（⽕） 18 専⾨部会構成案の決定

第２回全体会 8 ⽉ 4 ⽇（⽊） 16
専⾨部会発⾜、調査審議に向けた意⾒交換 
審議スケジュール

第 1 回企画部会 9 ⽉ 30 ⽇（⾦） 5 全体会進⾏、専⾨部会審議状況 
第 3 回全体会 10 ⽉ 6 ⽇（⽊） 16 専⾨部会審議経過・意⾒交換 

第２回企画部会 12 ⽉ 22 ⽇（⽊） 5
全体会進⾏、専⾨部会の審議経過・意⾒交換、
フォーラム企画案

平
成
２
９
年 

第 4 回全体会 1 ⽉ 13 ⽇（⽊） 18
専⾨部会審議経過・意⾒交換 
フォーラム企画

第 3 回企画部会 2 ⽉ 16 ⽇（⾦） 5
全体会進⾏、専⾨部会の審議経過・意⾒交換、
フォーラム企画

フォーラム打合せ 3 ⽉ 8 ⽇（⽔） 5 フォーラム進⾏・役割分担 

フォーラム 3 ⽉ 11 ⽇（⼟） 18
審議経過報告 
分科会①認知症サポーター養成講座 ▶P.7〜8 
分科会②地域でお友達・お仕事さがし ▶P.14〜15

第４回企画部会 5 ⽉ 18 ⽇（⾦） 5 全体会進⾏、専⾨部会の審議経過・意⾒交換
第５回全体会 6 ⽉ 16 ⽇（⾦） 17 専⾨部会審議経過・意⾒交換 

第５回企画部会 9 ⽉ 1 ⽇（⾦） 5 全体会進⾏、専⾨部会の審議経過・意⾒交換
第６回全体会 9 ⽉ 15 ⽇（⾦） 17 専⾨部会審議経過・意⾒交換 

第 6 回企画部会 11 ⽉ 10 ⽇（⾦） 4 全体会進⾏、専⾨部会の審議経過・意⾒交換
第 7 回全体会 12 ⽉ 1 ⽇（⾦） 13 専⾨部会審議経過・意⾒交換 
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年 回 ⽇時 出席 内容・キーワードなど 

平
成
３
０
年 

第 7 回企画部会 1 ⽉ 11 ⽇（⽊） 4 提案まとめ、フォーラム企画 
第８回全体会 2 ⽉ 9 ⽇（⾦） 16 提案まとめ、フォーラム企画 

フォーラム打合せ 3 ⽉ 9 ⽇（⾦） 4 フォーラム進⾏・役割分担 

フォーラム 3 ⽉ 10 ⽇（⼟） 15

両部会提案発表 
「地域福祉コンシェルジュ構想」推進ミニ講座

▶P.4・5
マルシェ活動発表 ▶P.18 
ふれあいタイム 
①コミュニティカフェ（お茶菓⼦提供） 
②地域福祉アンケートボード ▶P.8〜9 
③みやまえメッセ＆いいね！グランプリ 

▶P.14、18〜19
区⻑報告会 3 ⽉ 19 ⽇（⽉） 10 区⻑への提案報告・懇談 

 

２．区⺠会議フォーラム 
より多くの区⺠に①審議調査活動を報告すること、②「区⺠会議」をもっと知っていただくこと、③区

⺠会議の審議内容や取組状況に意⾒をいただき、参加していただくこと、の主に３つの⽬的で、「区⺠会
議フォーラム」を各年度末に開催しました。 
 
■平成2８年度宮前区区⺠会議フォーラム 
開催⽇時：平成29年3⽉11⽇（⼟）10:00〜12:30 
会  場：宮前区役所4階⼤会議室・第4会議室 
実施概要： 

１．分科会…⼆つの専⾨部会がそれまでの審議経過を基に企画した90分の分科会 
①認知症サポーター養成講座 （仮称）地域福祉部会企画 ▶P.7〜8 

認知症を巡る現状、適切な対応や⽀援を学ぶ。厚⽣労働省の取組に基づくプログラム 
区内企業の対応事例や取組についてもお話 
多世代による地域⽀え合いについて、認知症の⽅への対応・⽀援から考え、話し合った 

②地域でお友達・お仕事さがし （仮称）地域活性部会企画 ▶P.14・15 
区内の作り⼿や教え⼿の互いの活動・作品紹介、交流の場 

２．全体会…区⺠会議の紹介、分科会の振り返り等 
３．特別企画…区⺠会議委員セレクトによる宮前区の 

ご当地名の付いたおやつ提供 
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■平成29年度宮前区区⺠会議フォーラム 
開催⽇時：平成30年3⽉10⽇（⼟）13:00〜16:00 
会  場：宮前区役所4階⼤会議室 
実施概要： 

１．区⺠会議提案発表・区⺠の活動発表 
①地域福祉コンシェルジュ構想 地域福祉部会提案 
②地域福祉コンシェルジュ構想推進ミニ講座 

「若いうちから知っておきたい介護・相続」 P.4・５ 
③みやまえスモールビジネスネットワーク みやまえ活性部会提案 
④マルシェ活動の紹介 まちかどマルシェ＆ゆ〜ずツクルブ P.18 

２．ふれあいタイム…⼆つの専⾨部会の企画を体験しながら、⾃由に交流する時間 
①コミュニティカフェ 地域福祉部会企画 

カフェ運営によるお茶菓⼦の提供 
②地域福祉アンケートボード 地域福祉部会企画 ▶P.8〜9 

地域福祉を推進する上での情報収集や現状把握、地域福祉への意識啓発・話題提供 
③みやまえメッセと「いいね！グランプリ」投票 みやまえ活性部会企画 ▶P.14、18〜19 

区内の作り⼿や教え⼿の⾒本市、お気に⼊り出展ブースへの投票 
３．全体会…フォーラム振り返り、意⾒交換、地域福祉アンケートボード結果発表、 

「いいね！グランプリ」表彰式 
４．特別企画…参加者プレゼント（宮前兄妹マスキングテープ） 

 
参加者アンケート（⾃由記⼊回答より主旨抜粋） 

①区⺠会議フォーラムの感想・意⾒など 
楽しい会でした（複数意⾒）／多世代と交流できた（複数意⾒）／⼀般の⽅の参加が少ないのがもっ
たいない（複数意⾒）／もっとつながれたら良い／⾼齢化社会の町のあり⽅が参考になった／活動や
情報を得ることができて良かった／またお⼿伝いで遊びに来たい／こんな集まりがまたあれば良い
／皆、情熱と地域への深い愛情をお持ちで感動した／参加してみて区役所を⾝近に感じられるよう
になった／⼤変勉強になった／宮前区の活動が豊富なことに驚いた／更に地域貢献したいと思いま
した／宮前区⺠会議の存在を初めて知った。参加して良かった／プログラムの流れとても良かった
／もう少し聞いてみたかったプログラムが多かった／地域に責任を持たなければならないのだと思
わされた／全体を通じたテーマがなく、ややバラバラ感／このフォーラム的集いが区内全域に及ぶ
ことを期待します／地域のつながりのきっかけをありがとうございました 

②区⺠会議への意⾒など 
違う形でもぜひ継続してほしい（複数意⾒）／つながりをつくる会を継続してほしい（複数意⾒）
／新たなスタートに期待（複数意⾒）／12年間お疲れ様でした／若年性の参画を進める施策があれ
ば／⻑く続いた区⺠会議が終了するのは残念／再開・再活動に期待／より実効性のある⾏政・住⺠
⼀体となった活動が⾏われますように！／区⺠会議で出た物事が持続することを願います／多世
代で、まちの元気、魅⼒を⽣み出していく流れをつくってください／本当にこのような⼿を必要と
している⼈に情報が届いていないような気がします  
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３．みやまえ区⺠会議だより 
区⺠会議の周知広報を⽬的とし、審議状況等を掲載した「み

やまえ区⺠会議だより」を発⾏し、町内会・⾃治会を通しての
回覧や⾏政施設内での配布などによりＰＲしました。 
 
■第 34 号 平成 28 年 8 ⽉ 1 ⽇発⾏号 Ａ４版 4 ページ 

掲載内容：区⺠会議活動開始、区⺠会議の流れ、委員紹介、 
第 5 期宮前区区⺠会議の提案、など 

■第 35 号 平成 29 年 2 ⽉ 1 ⽇発⾏号 Ａ４版 2 ページ 
掲載内容：専⾨部会調査審議経過、区⺠会議フォーラム予告 

■第 36 号 平成 29 年 3 ⽉ 31 ⽇発⾏号 Ａ４版 2 ページ 
掲載内容：区⺠会議フォーラム速報 

■第 37 号 平成 30 年 2 ⽉ 1 ⽇発⾏号 Ａ４版 2 ページ 
掲載内容：専⾨部会調査の提案・試⾏取組、 

区⺠会議フォーラム予告 
■第 38 号 平成 30 年 3 ⽉ 31 ⽇発⾏号 Ａ４版 4 ページ 

掲載内容：区⺠会議フォーラム開催報告 
宮前区区⺠会議のこれまでとこれから 
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資料編 
１．宮前区の地域課題 

事前打合せ会を経て、アンケートで各委員が「普段の活動や⽣活を通じて感じている地域課題」を提出。

それらを分類・整理した。第2回準備部会では、更に各委員から「審議したい課題（審議テーマ）」を第2

希望まで提出し、整理した。当初整理した宮前区の地域課題は次のとおり。 

分野：A 分類：交通 審議テーマ：交通インフラの整備
◎バス会社との連携によるバス便の向上。例：宮崎台までのルート。豊かな高齢者にはバス代を安くしなくてもよい

◎コミュニティバスも含めた拠点病院・区役所等への交通インフラ整備、鷺沼駅周辺の再開発に合わせた政策提案 

〇ベッドタウンとしての宮前区の交通便利・住み易い利点追及 

分野：A 分類：防災 審議テーマ：防災意識の向上
◎いつ発生してもおかしくない災害に対処する心構えづくり。「防災いろはカルタ」の作成など、幅広い層に防災意識

を 

◎災害時の衣食住。要援護者への対応・支援（認知症や障がい者、乳幼児など）。被災地の実例を学ぶテキストの作成

〇アウトドア型防災訓練。若い人のアイデアを盛り込み、昔の生活を子どもたちに語る（火、自然、助け合いなど）

分野：A 分類：住環境 審議テーマ：住環境の整備
◎馬絹付近は全般的に暗いと物流関係のドライバー等から聞いた 

〇健康寿命を延ばすための楽しく歩くコースの整備。車の少ない間道こそウオーキングに最適。目的地の表示や、ト

イレの整備など楽しさの演出。横浜では万歩計を配り目標達成に賞を出すなど積極的に行っている 

 

分野：B 分類：地域福祉 審議テーマ：地域包括ケアシステムの構築・機能化 
◎重要度を増すご近所の助け合い。地域包括ケアの「互助」の精神を地域で熟成させていく方法 

◎地域包括ケアシステムへの区民の意見や知識が必要。速やかな運営を可能にする 

◎子育て、障害者・介護・貧困等にかかわる情報の一元化→冊子の作成 情報を発信し、悩みや問題解決への一助とす

る 

◎区役所から遠い地域での拠点づくり。「地域住民相互のつながりが大切」をベースにした「地域住民が深くつながり、

行政とも連携のとれる地域包括ケアシステム」 

〇地ケアについて学び、住民は何ができるのか検討する。地域ごとにやり方や担い手は異なるかもしれない 

〇貧困問題について区の現状調査。食べること、教育に関することなどの格差を無くす取組 

分野：B 分類：高齢者支援 審議テーマ：認知症、引きこもり、健康寿命等の高齢者課題
◎現在健康寿命 70歳、平均寿命 80歳と言われる。その差 10年を縮めていく取組を考える 

〇独居または高齢者世帯でもくらしにリスクを負わない安全な環境づくり。「高齢者 110 番」ステッカーの製作、外出

する高齢者の支援体制を整える 

分野：B 分類：子育て支援 審議テーマ：子育て・孫育て
◎考えるほどにわからなくなる。可能性を探っていきたい 

◎＝第 1希望の意見 〇第 2希望の意見 分野・分類は委員自身によるもの 
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分野：C 分類：産業振興 審議テーマ：働く環境づくり、起業支援 
〇空き家、空き店舗を利用し、働きながら世代間交流、人材活用もできる場所づくり 

分野：C 分類：魅力発信 審議テーマ：区への愛着強化
◎ふるさとと思える様々な宮前独自の良さを創り出す仕掛けづくり 

◎「情報発信が乱開発を招く」との意見もあったが、神社仏閣・遺跡などはその価値を発信することを止めてしまうと

衰退・消滅する恐れがある。住民や区外の人達にも価値を知ってもらうことが重要 

◎「人が好き、緑が好き、まちが好き」PR。区内の川崎市まちの樹５０選、自治会行事、区内の癒しスポット等の紹介

〇地域への愛着心の醸成。災害時などに大いに発揮される。その魅力発信は重要と考える 

分野：C 分類：魅力発信 審議テーマ：区内外への魅力発信
〇区内へバスツアーの充実等教育的効果も考えた情報発信。区外へ魅力発信ネットワークの展開（第 5期提案の充実・拡大）

 

分野：D 分類：世代間交流 審議テーマ：世代間交流の場・ひとづくり 
◎世代間交流、気軽に立ち寄れる場。交通の利便を考え、核となる拠点や豊富な区内の人的資源を活かす環境づくり

◎交流の場としての既存の公共施設等の利用・開放の偏在。新しい人材の発掘 

〇多世代が集える場、仕組みを構築、人材育成する機関をネットワーク化 

〇高齢者や子育て中の若い人たち、児童などが互いに見守り見守られる交流の場が常時開放されていれば… 

〇住民同士のつながり、転入者とのつながり強化 

分野：D 分類：地域コミュニティ 審議テーマ：地域のつながり強化
◎地域包括ケアを成功させるために互助が可能となるコミュニティ。 

◎「人手」の集まり方。日ごろの交流や行事時のチームワークで暮らしやすさを住民同士で盛り上げていく 

例：お手伝いカフェ、ボードゲームカフェ、子ども食堂、映像制作、逃走中ごっこ etc. 

〇地域のつながりを生み出す「ルール」「ロール」「ツール」の不足。関係づくりのインセンティブの不足 

〇個々の防災意識の向上、住民同士・地域のつながり。災害が起こる前にさまざまな形での地域のつながりを構築 

〇誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、防災ネットワークの構築、安心、安全なまちづくり 

 

分野：E 分類：その他 審議テーマ：地域の合理的課題の把握・対応 
◎「継続的な議論が必要なテーマ」。新総合計画素案の「宮前区の課題認識」は寂しい→区民会議で検討・調査・実現

〇交通インフラなど市への提案となるようなことも、どのようにすれば区民会議で提案できるようになるのかを考え

る 

分野：E 分類：その他 審議テーマ：過去の区民会議テーマの検証 
◎過去の区民会議提案の結果と原因の調査・究明。区民会議のあり方や行政のフォロー体制。本当に重要な課題が見

過ごされてこなかったかも検討 

〇過去テーマの実効性・有効性を検証する機能。本来の役目ではないが、PDCAサイクルを回す仕組みは必要 

〇過去の提案の再検証。区民の認知。過去提案の拡大、展開の可能性 

分野：D 分類：その他 審議テーマ：5期までの提案の継続
〇５期の提案がどのように進展しているのかを知りたい 

〇魅力発信について、取り組みが途絶えてしまう懸念 

◎＝第 1希望の意見 〇第 2希望の意見 分野・分類は委員自身によるもの  
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２．委員・参与名簿 
委 員 

 
参 与 ＊五⼗⾳順・敬称略・平成30年3⽉31⽇現在 
市議会議員  浅野 ⽂直 ⽯川 建⼆ ⽯⽥ 康博 織⽥ 勝久 添⽥ 勝 
 ⽥村 伸⼀郎 ⽮沢 孝雄 ⼭⽥ 晴彦 渡辺 あつ⼦ 
県議会議員  飯⽥ 満 佐々⽊ 由美⼦ 持⽥ ⽂男 
  

役職 ⽒名 新／再 部会 選出区分 分野 推薦団体 

委員⻑ 川⽥
カ ワ ダ

 和⼦
カ ズ コ

 再任  団体推薦①防災・地域交通 宮前区⾃主防災組織連絡協議会 

副委員⻑ ⻘柳
アオヤギ

 和美
カ ズ ミ

 再任 

地
域
福
祉
部
会 

区⻑推薦 

 ⽼⾨
オイカド

 聰⼦
ト シ コ

 新任 団体推薦③⼦育て・教育 宮前区⼦ども・⼦育てネットワーク会議 

部会⻑ 中⾥
ナカザト

 ⽂
フミ

雄
オ

 再任 団体推薦③⼦育て・教育 宮前区⺠⽣委員児童委員協議会 

 椿
ツバキ

 雅美
マ サ ミ

 新任 団体推薦③⼦育て・教育 宮前区地域教育会議 

 砂川
スナガワ

 徹夫
テ ツ オ

 新任 団体推薦⑤産業・まちの活⼒ 宮前区商店街連合会 

 中村
ナカムラ

 布
フ

佐⼦
サ コ

 新任 団体推薦⑥⽂化・観光 宮前区⽂化協会 

 滝本
タキモト

 久美
ク ミ

 再任 団体推薦⑧地域特性 みやまえ情報ラボ 

 ⼤久保
オ オ ク ボ

 正克
マサカツ

 新任 公募 

 葛⻄
カ サ イ

 育⼦
イ ク コ

 再任 区⻑推薦 

 ⼩⽥
オ ダ

 育⼦
イ ク コ

 再任 区⻑推薦 

副委員⻑ 影⼭
カゲヤマ

 亥
イ

史郎
シ ロ ウ

 新任 

み
や
ま
え
活
性
部
会 

団体推薦④⾃然・⽣活環境 グリーンフォーラム21みやまえ世話⼈会 

 ⽼⾨
オイカド

 泰三
タイゾウ

 新任 団体推薦②福祉・健康 社会福祉法⼈宮前区社会福祉協議会 

 ⼤⽊
オ オ キ

 次郎
ジ ロ ウ

 再任 団体推薦②福祉・健康 宮前区スポーツ推進委員会 

 ⼭⽥
ヤ マ ダ

 桂
カツラ

 再任 団体推薦⑦地域組織・まちづくり 宮前区全町内・⾃治会連合会（宮前地区） 

 ⿊澤
クロサワ

 克實
カ ツ ミ

 再任 団体推薦⑦地域組織・まちづくり 宮前区全町内・⾃治会連合会（向丘地区） 

 ⽥辺
タ ナ ベ

 洋⼀郎
ヨウイチロウ

 再任 団体推薦⑧地域特性 宮前区まちづくり協議会 

 ⼭部
ヤ マ ベ

 清美
キ ヨ ミ

 新任 公募 

 荒川
アラカワ

 洋⼦
ヨ ウ コ

 新任 公募 

部会⻑ 佐藤
サ ト ウ

 貴房
タカフサ

 新任 公募 
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３．第1期〜第5期宮前区区⺠会議 取組提案・事業化等⼀覧 
 
第 1 期宮前区区⺠会議 任期：平成 18〜19 年度

区⺠会議提案 対応事業名 事業概要（実施年度） 
地域ぐるみの散歩活
動などの実施 

⾼齢者健康づくり⽀援事
業 

地域の公園体操⾃主グループへの⽀援（H20〜22）
公園体操マップ作成・発⾏（H20〜） 
⾝近な健康づくり・取り組み情報紙発⾏（H23〜）

団塊の世代による⾼
齢者福祉のサポート 

シニアパワー活⽤⽀援事業 
シニアライフ⽀援事業

シニアライフ相談窓⼝「よろずシニア本舗」（H18〜24）
地域デビューのきっかけとなる講演会（H20〜23）

市営住宅などにおけ
るひとり暮らし⾼齢
者の⾒守り 

地域が主体となった⾼齢
者の⾒守り促進事業 

区内公営住宅において顔の⾒える関係づくり・⾒守
り活動、居場所づくりの取組（H23〜） 
⾼齢者⾒守り活動事例集の作成（H25〜） 
地域への事例集紹介、⾒守り活動の啓発（H26〜）

ご近所サークル形成  私のまちのすこやか活動⽀援事業の開催（〜H27）
地域介護予防活動⽀援事業の実施（H28〜）

健康に関する出前講
座実施 

 区主催出前講座の開催、地域包括⽀援センターにお
ける介護予防講座の開催

⾼齢者の学校給⾷体験  
成年後⾒制度普及啓発  パンフレット窓⼝設置、各種会議・イベントでの広報
町内会組織等を利⽤
した効果的で効率的
な地域⼦育て情報の
発信 

⼦育て⽀援事業 
⼦育て情報発信事業 

⼦育て情報紙発⾏（H19〜） 
⼦育て⽀援情報の町内会回覧（H19〜） 
⼦育てガイド「とことこ」改訂（H21・25・26・28）
宮前区⼦育てホームページを開設（H21〜25） 
「参加型⼦育て情報ホームページ」を開設（H26〜）
Facebook、twitter で⼦育て情報の発信（H26〜）

公⽴保育園園庭開放
など積極的な声掛け 

 区内公⽴保育園の看板新設、保育園の存在と保育相
談について広くＰＲ（H19） 

⾚ちゃん広場拡充 親⼦の集いと居場所づく
り推進事業 

⼦育て⽀援拠点現状調査（H19） 
区内 6 か所で⾚ちゃん広場毎⽉開催（H20〜）

⼦育て関連⽀援組織
による協議会 

⼦ども⽀援ネットワーク
事業 

⼦ども⽀援ネットワーク会議を設置、研修会などを
実施（H19〜）

⼦育て出前講座の実
施 

親と⼦の⼦育て応援セミ
ナー事業 

育児⼒向上、育児不安や孤独感の解消、⼦育てグル
ープの⼈材育成推進セミナー（H19〜） 

検診時における情報
の収集・発信 

 検診・講演会時に健康づくり情報紙を使⽤した健康
づくりの普及啓発・情報発信 

⼦育て⽀援センター
の拡充 

 ⼦育て⽀援センター新設（H22、H25） 
⼟曜⽇開所事業（試⾏ H18・19、H20〜）

公⽴保育園園庭開放  公⽴保育園８園で実施（H25〜時間拡充）
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第 1 期宮前区区⺠会議 任期：平成 18〜19 年度

区⺠会議提案 対応事業名 事業概要（実施年度） 
⼩学校区単位で地域
の特性を活かしたコ
ミュニティの促進 

安全安⼼まちづくり推進事業 区⺠の⾃主的なパトロール活動を⽀援（H18・19）
⼦ども安全・安⼼⾒守り事
業

「区⼦ども安全安⼼協議会」運営（H20〜） 
地域安全マップ、講演会開催、情報紙発⾏（H20〜25）

「地域のたまり場」
の創出 

商店街と連携した地域コ
ミュニティ促進事業 

商店街エコバッグコンテスト・映画上映（H20）
鷺沼地区の町内会館を活⽤した「地域交流スペー
ス」を常設型で開設（H21〜23、以降 NPO 事業へ）

地域による公園管理促進 →第 4 期提案 
宮前区版「みんなで
やろう防災対策」 
宮前区防災推進員 
防災出前講座の拡充 

防災意識普及啓発事業 区独⾃の防災推進員の育成（H20〜24） 
防災推進員養成研修＆経験者フォロー研修（H25〜） 
防災フェアの開催、防災ニュースの発⾏（H20〜）

 
第２期宮前区区⺠会議 任期：平成 20〜21 年度

区⺠会議提案 対応事業名 事業概要（実施年度） 
公園内に掲⽰板など
を設置 

公園の魅⼒アピール事業 公園利⽤促進を⽬的に地域の申し出に応じた掲⽰
板設置、イベント情報発信（H22〜24）

宮前区公園⽉間の設定 →第 4 期提案 
公園・緑地管理運営
協議会の活性化⽀援 

→第 4 期提案  

「冒険遊び場」をひ
ろめよう！ 

冒険遊び場活動⽀援事業 地域住⺠が主体となって冒険遊び場を実施（H22）
公園等での地域主体の冒険遊び場を⽀援（H23〜）

宮前区のカルタをつ
くろう！ 

みやまえカルタ制作事業 地域が主体でカルタを作成（H22〜24） 
展⽰・ＰＲのパネル作成、カルタ貸出、販売（H25〜）

 
第３期宮前区区⺠会議 任期：平成 22〜23 年度

区⺠会議提案 対応事業名 事業概要（実施年度） 
坂道を活かした地域
の活⼒づくり 

坂道を活かした活⼒づく
り事業 

「みやまえ坂道ウォーク」を作成（H24） 
川崎フロンターレ主体のウォーキング教室（H25〜）

魅⼒あるスポーツ推進事
業

フロンタウンさぎぬまと連携した教室開催（H26〜） 
ウォーキングマップ配布（H26〜） 

コミュニティへの参
加を促す雑誌と情報
戦略に関する提案 

地域情報発信事業 区の魅⼒を区⺠の⽬線から発信する仕組みづくり（H24〜）
「みやまえ情報サポーターズ養成講座」開催（H24）
「みやまえ情報ラボ」結成→活動（H25〜） 
転⼊者向け情報紙「ぐるっとみやまえ」発⾏・改訂（H24〜）

  

31 



 

 
 

 
第４期宮前区区⺠会議 任期：平成 24〜25 年度

区⺠会議提案 対応事業名 事業概要（実施年度） 
宮前区マイパークネ
ット（仮） 

  

公園に関する情報の
発信・共有 

⼦育て情報発信事業 公園情報掲載「とことこおでかけマップ」（H25〜）
公園さんぽの連載 市政だより区版に、公園情報の連載記事掲載（H27）

公園のコミュニケー
ション機能強化⽀援 

地域活動の促進に向けた
⼈材育成及び推進体制の
整備事業 

地域の公園魅⼒アップセミナーの開催（H27・28）

樹⽊・草花プレート
の設置・活⽤ 

みんなの道路公園事業 区⺠と共に公園内の樹⽊の調査観察と樹⽊プレー
トの設置（H28）

公園の積極的な活⽤  
地域主体の公園管理
促進 

花と緑のあふれる住みよ
いまちづくり推進事業

管理組織未設置公園で花壇づくりや維持管理を⾏
うボランティアを⽀援（H26〜） 

世代間交流に資する
市⺠活動サポート 

  

世代間交流キャンペ
ーン展開 

  

世代間で交流する対
話の場を企画 

こどもあそびランド事業 ⼦どもと多世代が交流するイベントを通じ、対話の
場を設定（H26〜）

アーカイブ事業 宮前区ふるさと意識⾼揚
アーカイブ事業 

過去に撮影された写真を募集し展⽰するなど、世代
間での歴史・景観の共有を図る（H27〜）

 
第５期宮前区区⺠会議 任期：平成 26〜27 年度

区⺠会議提案 対応事業名 事業概要（実施年度） 
ほっとやすらぎステ
ーションを拡げよう 

 区内カフェに地域包括⽀援センターの連絡先を記
載したカードを設置（H27） 
地域みまもり⽀援センターの連絡先表⽰ステッカ
ー・カードの制作・展開（H30） 

みやまえ魅⼒探訪ネ
ットワークの構築 

 みやまえ魅⼒スポット・寄ってこ！ガイド（H27）
みやまえハテナノタネ・⾃由研究の Me!（H28〜）
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多世代による地域⽀え合い 
地域で気付き、福祉につなぐ 

スモールビジネスで地域貢献 
区内の作り⼿・教えてがつながって地域貢献 
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